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結 果 お よ び 考 察
Ⅰ.透気度測定用 densometerにつし､て









き結果を得た｡用いた試料は市販の未晒硫酸塩パルプ (UBKP)を15% NaOH 溶液に浸漬処

































logAR - 2.943 - 0.989logP
logAR - 2.457- 1.028 logP
logAR- 2.416 - 1.003 1ogP
logAR- 1.928 - 0.966 logP
note:AR - airresistance(see/dl), p - pressure(g/cm2)
各直線について上記の如き実験式を得たが,各直線の勾配の平均は-0.997である｡一般的
に粘性流体の流出率は圧力差に比例するという Darcy の法則,細管中の流体に関する Pois-
euill の法則および空気の如き圧縮性流体でも流れの両端における圧力差が流体に対 す る圧
力に比して充分に小さい場合は,非圧縮性流体に準 じて取扱い得ることを 考 え る な らば,
Fig.1における各直線の勾配は殆 ど-1であると推定して差支へないであろう｡
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差を Po,空気通過面積を ao,透気度をARo とする｡
同様に改造内筒を使用した場合をそれぞれ ♪ m , a m,A









実際に BSP及びアルカリ浸漬した UBKP から作
った試験紙について,両内筒で透気度を測定した結果




























b:M-AR- 〟 〟 modi丘edcylinder.





は同一条件にて手抄試験紙を作成した｡坪量 30g/m2 から 400g/m2 の範囲において,原料パ
Table4a･Efectofbasisweightonthephysicalpropertiesofpaper.
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BSP(b)--･-595ml, UBKP --- 855ml
LL･KP ---865ml, C心 KP--- 855ml
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ルプのことなる数樫の紙について Table4aおよび 4bの如き結果が得られた｡ 使用パルプ
は前述の AUBKP,BSP,UBKPおよび LinterとUBKP を3:7の割合にて混合したパ
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という報告 3) もある｡これを明らかにするため坪量 と
引張および破裂強さとの関係を Fig.2に示した｡ 破裂
強さは直線的関係にあるが,引張強さは坪量 100g/mコ









の分散性が不均一となり紙の地合を不良化 す る｡ その
























者の間にも一次的な関係が存在する筈である｡ Fig.5 に見る如 く,紙の厚さに対する透気度
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度 0.7の紙で厚さ0.01mm,密度 0.3のもので厚さ 0.1mm において透気度が零となるこ
とがわかる｡ また厚さに対する透気度の増加率はパルプの種類,状態により著しく変動し,叩
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内筒に比較して,重量は約 1/3,試片に対する空気通過孔の面積は約 1/8である｡ この改造
内筒を使用して試片に対する空気圧力を変化せしめて透気度を測定した結果,透気度は正確に
圧力に逆比例することが認められた｡ この改造内筒による透気度は通常の内筒による透気度の
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Itwasmoreimportantfactthatthedeviationsfrom theaveragestrengthfactors










instrength,25% indensityand180% inairresistance. Owingtotheexcelent
abilityofrecovery from compression,thealkali-treatedunbleachedkraftpulp
reducedgradualy theincreasingrateofdensity asthepressurewasraised
(Figure7). Forthatreason,theaccuratewetpressingon thetestsheetis
requiredparticularlyforthestudyofairresistance.
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